心理部門
1． 心理部門からみた子ども像　

　くすのき学園に入所(通所)する子どもたちは、年齢よりも精神的・情緒的な成長が未発達であったり、バランスがとれていなかったりすることが多い。　その結果として対人関係がうまくとれず、自己肯定感がなくて生きづらさ～こころの課題～（これが親世代にもわたることもある）を抱えている。

2． 心理部門の役割
　ひとりの子どもを家族担当（家族との面接や連絡調整、児相など関係機関との連絡調整、所内会議などの調整）と子担当（心理治療：セラピー）の二人で担当する。

心理治療では、他の部門が集団での支援であるのに対して、子どもひとりひとりを個として心の世界に焦点をあてる支援を行う。
心の世界を考えるにあたっては、心には構造があると考えている。　心の世界には何層もの構造があって、意識だけで成り立っているわけではなく、もっとも深い層は本人でさえ捉えられない層まで存在するという前提に立っている。　同時に、現状では心がうまく機能していなくても、自己実現に向けた可能性を秘めたものとしての心の世界に対する信頼をもっている。

治療では、本人が心のなかにもっていながら自分でもわからないでいる、意識よりも深い心のあり方に焦点を当てることを目指している。　そのために、セラピーでは、時間や場所の枠をあえて設けることで非日常の世界を設定して、現実生活ではみえない心のあり様を、遊びや描画などの表現方法を通じて、イメージとして扱い、深い意味を汲み取ろうと努める。
みずからの心の内面にふれてさらに表現することは、たやすいことではなく恐いことでもあるので、これは、子どもひとりで進んでいく営みではなく、そばに寄り添いながら、現実の価値観にとらわれずに子どもの深い内面世界を理解しようとするセラピストとの関係に支えられて表現されていくものである。
３．心理部門のめざすところ
　くすのきに入所(通所)する子どもたちの、生きづらさ～こころの課題～を解決することまではできないが、子どもの可能性の力が動き出して、自らの課題とほんの少し折り合いをつけられるようになる（生きづらさがほんの少し軽くなる）ところがくすのきでの治療の目標である。
　ひとりひとり、こころの課題は異なるが、おおきく括って対人面でとらえれば、おとなを信頼して自己表現ができるところ～他者と繋がりをもって、他者からの発信をプラスに取り入れる力を身につけて、それらをこころの栄養として貯めることができるようになること～まで成長することが、情短での治療のひとつの目安であると考える。
